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私たちの身の回りには、数多くの外来生物が生息しています。園芸や

食用などに利用されている外来生物もいますが、一部は在来生物を絶滅

に追い込むなど、深刻な影響を及ぼすものも。その生態や対処の仕方を

正しく理解し、私たちにできる身近なことを知っておきましょう。お問

い合わせは、環境政策室 421-6767へ

アメリカザリガニとアカミミガメは

野外に放してはいけません

外来種と特定外来生物

「外来種」とは、貿易や物資の輸送など人

間の活動によって本来生息する地域から、も

ともとは生息していなかった地域に入り込ん

だ生き物のことをいいます。外来種というと、

海外から日本に持ち込まれた生物のことと思

われがちですが、日本国内のある地域から、

もともと生息していなかった別の地域に持ち

込まれたものも国内由来の外来種です。

現在、国内にいる外来種は2,000種以上。

外来種の中には、農作物、家畜やペットのよ

うに私たちの生活に欠かせない生き物もたく

さんいますが、生態系や農林水産業などに深

刻な悪影響を与えたり、人に直接危害を加え

たりするものもいます。これらを「特定外来

生物」として指定し、規制・防除することで

被害の防止を目指しています。

特定外来生物は、平成17年に施行された外

来生物法によって飼育や運搬、譲渡、野外に

放すことが原則禁止されています。違反する

と個人の場合、懲役３年以下もしくは300万

円以下の罰金、法人は１億円以下の罰金など

アメリカザリガニとアカミミガメは、生態

系などへの被害を生じさせる恐れがあるた

め、６月１日から「条件付き特定外来生物」

に指定されました。これにより、野外への放

出、購入や不特定多数の者に配る頒布などが

できなくなるので、規制開始後の注意点を紹

介します。

■ペットとしての飼育は可能 規制開始後

も、一般家庭では届け出等の手続きなしに、

これまでどおり飼うことができますが、池や

非常に重い罰則が科せられます。

５年６月の時点で、国内で158種類が指定

されており、そのうちカミツキガメやセアカ

ゴケグモなどは市内でも確認されています。

生物多様性を守るために

私たちにできること

このまま外来種が増えると、多様な生態系

が失われ、地域に昔から生息している生き物

たちが見られなくなる恐れがあります。生物

多様性を守るために、私たちにできる身近な

ことから取り組みましょう。

■外来種を野外に放さない 外来種を野外に

放つと、地域の生態系に悪影響を及ぼす恐れ

があります。ペットとして飼われていたカミ

ツキガメやアライグマは、飼育しきれなくな

って自然に放したことで野生化・繁殖し、問

題になっています。

■他の地域から動植物を持ち込まない 他の

地域の生き物は絶対に持ち込まない、持ち出

さないようにしましょう。

■野生動物との接し方に注意する 自然界に

はさまざまな動物や植物が生息し、中には毒

川などの野外に放したり、逃がしたりするこ

とは法律で禁止されます。飼育している個体

が逃げ出した場合も違法となることがありま

すので、適切な環境で飼育してください。

■飼い続けることができなくなった場合は、

無償での譲渡を アカミミガメ・アメリカザ

リガニに限らず、ペットは寿命を迎えるまで

大切に飼育してください。やむを得ない事情

により飼えなくなった場合は、友人や新しい

飼い主探しをしている団体などに譲渡してく

守ろう！守ろう！八千代の生態系八千代の生態系

や病原体などを持つ非常に危険なものも存在

します。野生動物にむやみに触ることは控え

ましょう。

■ごみのポイ捨てはやめてください 道路や

河川敷にごみを捨てると、景観を悪化させる

だけでなく、野生動物が餌と区別できずに誤

飲・誤食し、死んでしまう場合があります。

釣り針や釣り糸などが体にひっかかり、怪我

や自由を奪ってしまうこともあるので、ごみ

のポイ捨てはやめましょう。

野生動物への餌付けはやめましょう

野生動物に食べ物を与えることは栄養状態

が良くなり、過度に繁殖して生態系に悪影響

を及ぼすだけでなく、動物が集まることによ

る糞尿などの生活被害や畑を荒らすなどの農

業被害につながることがあります。人と野生

動物の距離感が過度に縮まることで、人慣れ

して危害を加えてくる恐れもあります。

農作物や果樹を放置することも無意識のう

ちに餌付けと同じ環境をつくっているかもし

れません。身の回りで意図せず、えさ場を作

っていないか、一度点検してみましょう。

ださい。この場合も、無償（譲り渡す側が引

き取り料等を払って引き取ってもらう場合も

含む）であれば申請や許可、届け出等の手続

きは不要ですが、責任をもって飼うことので

きる相手を探してください。ただし、条件付き

特定外来生物は無償であっても頒布にあたる

行為は規制されます。

規制内容や、飼養等に関する詳しい問い合

わせは、環境省のアメリカザリガニ・アカミ

ミガメ相談ダイヤルへ。

●ナビダイヤル 0570‒013‒110

●ＩＰ電話等の場合 06-7739-7899

受付時間は午前９時～午後５時（年末年始

は除く）※通話料は発信者の負担です。

６月１日

規制開始

身近な生物多様性を考える

4［５ .７ . 1 5］

私たちの身の回りには、数多くの外来生物が生息しています。園芸や

食用などに利用されている外来生物もいますが、一部は在来生物を絶滅

に追い込むなど、深刻な影響を及ぼすものも。その生態や対処の仕方を

正しく理解し、私たちにできる身近なことを知っておきましょう。お問

い合わせは、環境政策室 421-6767へ

アメリカザリガニとアカミミガメは

野外に放してはいけません

外来種と特定外来生物

「外来種」とは、貿易や物資の輸送など人

間の活動によって本来生息する地域から、も

ともとは生息していなかった地域に入り込ん

だ生き物のことをいいます。外来種というと、

海外から日本に持ち込まれた生物のことと思

われがちですが、日本国内のある地域から、

もともと生息していなかった別の地域に持ち

込まれたものも国内由来の外来種です。

現在、国内にいる外来種は2,000種以上。

外来種の中には、農作物、家畜やペットのよ

うに私たちの生活に欠かせない生き物もたく

さんいますが、生態系や農林水産業などに深

刻な悪影響を与えたり、人に直接危害を加え

たりするものもいます。これらを「特定外来

生物」として指定し、規制・防除することで

被害の防止を目指しています。

特定外来生物は、平成17年に施行された外

来生物法によって飼育や運搬、譲渡、野外に

放すことが原則禁止されています。違反する

と個人の場合、懲役３年以下もしくは300万

円以下の罰金、法人は１億円以下の罰金など

アメリカザリガニとアカミミガメは、生態

系などへの被害を生じさせる恐れがあるた

め、６月１日から「条件付き特定外来生物」

に指定されました。これにより、野外への放

出、購入や不特定多数の者に配る頒布などが

できなくなるので、規制開始後の注意点を紹

介します。

■ペットとしての飼育は可能 規制開始後

も、一般家庭では届け出等の手続きなしに、

これまでどおり飼うことができますが、池や

非常に重い罰則が科せられます。

５年６月の時点で、国内で158種類が指定

されており、そのうちカミツキガメやセアカ

ゴケグモなどは市内でも確認されています。

生物多様性を守るために

私たちにできること

このまま外来種が増えると、多様な生態系

が失われ、地域に昔から生息している生き物

たちが見られなくなる恐れがあります。生物

多様性を守るために、私たちにできる身近な

ことから取り組みましょう。

■外来種を野外に放さない 外来種を野外に

放つと、地域の生態系に悪影響を及ぼす恐れ

があります。ペットとして飼われていたカミ

ツキガメやアライグマは、飼育しきれなくな

って自然に放したことで野生化・繁殖し、問

題になっています。

■他の地域から動植物を持ち込まない 他の

地域の生き物は絶対に持ち込まない、持ち出

さないようにしましょう。

■野生動物との接し方に注意する 自然界に

はさまざまな動物や植物が生息し、中には毒

川などの野外に放したり、逃がしたりするこ

とは法律で禁止されます。飼育している個体

が逃げ出した場合も違法となることがありま

すので、適切な環境で飼育してください。

■飼い続けることができなくなった場合は、

無償での譲渡を アカミミガメ・アメリカザ

リガニに限らず、ペットは寿命を迎えるまで

大切に飼育してください。やむを得ない事情

により飼えなくなった場合は、友人や新しい

飼い主探しをしている団体などに譲渡してく

守ろう！守ろう！八千代の生態系八千代の生態系

や病原体などを持つ非常に危険なものも存在

します。野生動物にむやみに触ることは控え

ましょう。

■ごみのポイ捨てはやめてください 道路や

河川敷にごみを捨てると、景観を悪化させる

だけでなく、野生動物が餌と区別できずに誤

飲・誤食し、死んでしまう場合があります。

釣り針や釣り糸などが体にひっかかり、怪我

や自由を奪ってしまうこともあるので、ごみ

のポイ捨てはやめましょう。

野生動物への餌付けはやめましょう

野生動物に食べ物を与えることは栄養状態

が良くなり、過度に繁殖して生態系に悪影響

を及ぼすだけでなく、動物が集まることによ

る糞尿などの生活被害や畑を荒らすなどの農

業被害につながることがあります。人と野生

動物の距離感が過度に縮まることで、人慣れ

して危害を加えてくる恐れもあります。

農作物や果樹を放置することも無意識のう

ちに餌付けと同じ環境をつくっているかもし

れません。身の回りで意図せず、えさ場を作

っていないか、一度点検してみましょう。

ださい。この場合も、無償（譲り渡す側が引

き取り料等を払って引き取ってもらう場合も

含む）であれば申請や許可、届け出等の手続

きは不要ですが、責任をもって飼うことので

きる相手を探してください。ただし、条件付き

特定外来生物は無償であっても頒布にあたる

行為は規制されます。

規制内容や、飼養等に関する詳しい問い合

わせは、環境省のアメリカザリガニ・アカミ

ミガメ相談ダイヤルへ。

●ナビダイヤル 0570‒013‒110

●ＩＰ電話等の場合 06-7739-7899

受付時間は午前９時～午後５時（年末年始

は除く）※通話料は発信者の負担です。

６月１日

規制開始

身近な生物多様性を考える

［４ . 1 1 . 1 5］

市ホームページで資料などを公表しています お問い合わせ
　決算の概要、年度ごとの予算の概要や編成過程、各種分析資料などを市

ホームページで公表しています。

　一般・特別会計については、トップページから「市政情報」→「財政・

会計」へ、公営企業会計については、トップページから「八千代市上下水

道局」→「上水道（または下水道）」へ。

●一般・特別会計に関すること

　　財政課 （487）5112へ

●公営企業会計に関すること

　　上下水道局経営企画課 （483）6572へ

　公営企業会計は、経営に要する費用を料金などの事業収益で賄うもので、水道事業と公共

下水道事業が対象となります。内訳は、当該年度の経営活動に伴う収支である収益的収支と

施設の建設や改良などのための収支である資本的収支に分かれます。

水道事業会計

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額15億7,388万円は、損益勘定留保資金

などで補てんしました。

〔収支〕 　 　※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
46億1,236万円

(1.1％増)
37億6,346万円

(4.4％増)

資本的収支
14億3,470万円
(92.6％増)

30億858万円
(9.9％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
404億3,447万円

(1.7％増)
固定負債

130億7,089万円
(2.5％増)

流動資産
36億1,690万円
(12.2％増)

流動負債
10億4,973万円

(2.8％増)

繰延収益
100億9,025万円

(0.7％増)

負債合計
242億1,087万円

(1.7％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
169億7,095万円

(4.4％増)

剰 余 金
28億6,955万円

(1.1％減)

資本合計
198億4,050万円

(3.6％増)

資産合計
440億5,137万円

(2.5％増)
負債・資本
合　　 計

440億5,137万円
(2.5％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
400億3,420万円

(3.8％増)
固定負債

78億462万円
(7.1％増)

流動資産
20億9,948万円
(12.3％増)

流動負債
7億5,174万円
(2.1％減)

繰延収益
199億6,050万円

(5.1％増)

負債合計
285億1,686万円

(5.4％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
126億7,793万円

(1.8％増)

剰 余 金
9億3,889万円
(0.2％減)

資本合計
136億1,682万円

(1.7％増)

資産合計
421億3,368万円

(4.2％増)
負債・資本
合　　 計

421億3,368万円
(4.2％増)

公共下水道事業会計

　資本的収入額（翌年度へ繰越される支出の

財源充当額4,565万円を除く。）が資本的支出

額に対して不足する額９億9,511万円は、損

益勘定留保資金などで補てんしました。

〔収支〕 ※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
37億3,972万円
(2.7％増)

34億5,624万円
(2.3％減)

資本的収支
23億6,107万円
(371.4％増)

33億1,053万円
(152.8％増)

公営企業会計八千代市財政運営の

基本的計画の取組状況

　近年の財政状況を踏まえ、平成28年２月に

策定した八千代市財政運営の基本的計画を３

年３月に改訂しました。10年度までの中長期

財政収支見通しを基に、健全な財政運営の推

進に向けた財政目標値を設定しています。

　３年度決算を終えての現状と、６年度の中

間目標値及び10年度の最終目標値は下の表の

とおりです。中長期財政収支見通しは、年２

回見直しと、市民への公表を行うほか、予算

編成の基礎資料などに活用しています。

特別会計

　市には、４つの特別会計があり、保険料や

使用料などの特定の収入がある事業ごとに会

計を設け、一般会計と分けて経理することで、

収支をはっきりさせているものです。

区　分
歳入

（対前年度比）
歳出

（対前年度比）

⑴国民健康

　保険事業

160億3,059万円

（2.5％増）

156億1,607万円

（1.5％増）

⑵介護保険

　事業

136億634万円

（4.5％増）

133億1,992万円

（4.9％増）

⑶墓地事業
4,216万円

（12.7％増）

4,206万円

（12.6％増）

⑷後期高齢者

　医療

26億7,832万円

（1.4％減）

26億6,434万円

（1.5％減）

合　計
323億5,741万円

（3.0％増）

316億4,239万円

（2.7％増）

〔財政運営の基本的計画における取組状況〕

財政指標
令和10年度末
最終目標値

令和６年度
中間目標値

令和３年度
決算値

経常

収支比率
93.0%以下 94.9%以下 92.2%

公債費

負担比率
13.0%以下 14.0%以下 13.0%

財政調整

基金残高

標準財政規模の
10.0%以上
（約33.6億円）

11.1%
（約40.9億円）

市債残高 400億円以下 450億円以下 約450億円

〔損益計算書〕

【収益の部】42億3,558万円

※税抜額

【費用の部】35億5,323万円

営業外収益（納付金など）7億5,955万円

〔損益計算書〕

【収益の部】34億7,660万円

※税抜額

営業収益（水道料金など）

34億7,603万円

営業収益（下水道使用料など）

26億2,791万円

【費用の部】33億2,017万円

営業費用（減価償却費、

受水費、委託料、動力費、

人件費など）33億6,974万円

営業費用（減価償却費、

流域下水道維持管理費負担金、

委託料、人件費など）31億8,426万円

営業外収益（長期前受金戻入など）7億6,546万円

特別利益（過年度損益修正益）8,323万円

営業外費用（支払利息など）1億8,349万円 営業外費用（支払利息など）1億3,591万円

純利益　6億8,235万円 純利益　1億5,643万円


